
と型に朕まったものではない｡又,1.諺語の(4)とし

て掲げている Tamthil(加用引子的誓喰)に Lain

dulanglainkaki,lainoranglainhati.(人心不

同-盆が違えば脚も違うように人が違えば心も違う)

を引用しているが,これは厳密に言って彼の説 くよう

に第一句が ｢引子｣で第二句が ｢叙述｣ではない｡第二

句は第一句の単なる繰り返しに過ぎない (参照 :Ba-

nyakorangbanyakmuka-nya.十人十色)｡次の

ような例をこそ掲げるべきであろう｡ Bュarlambat,

asalselamat.(急がば廻れ-ゆっくりやれば,安全),

Tabumakan,tabusimpan.(食べ方を知る者は,

保つ法を知る)

マライの韻文は,もっと大局的,有機的見地からの

考察がなされねばならない｡分類を行うのに性急にな

ったため,それの説得力が弱い感じの論であるが,読

みとしては面白い｡なお,散文も5種に分類している

が,大体同じことがいえる｡ (崎山 理)

ElinorC.Horne:BeginningJavanese.Yale
University Press,New Haven andLondon,

1961.xxiii+560p.

YaleLinguisticSeriesとして, 今まで, Rus-

sianと Chineseとが出ていたが, 表記 のようにジ

ャワ語がこれに加わった｡本署はこの表題から想像さ

れるような ｢初学者｣のためだけの入門書では決して

なく,ある程度のジャワ語の知識を持つものにも,大

いに活用し得るだけの内容を備えている｡この書を作

るために相当数のインフォーマントを得て,正確を期

したことが序文からも知れるし,内容の構成法も,負

近,諸外国語の速成教育に適用されて相当の効果を示

しつつある LanguageLaboratory(L.L.)方式 に

従って述べられており,文法用語を中心としてそれを

各項目に分け,説明するという従来の形式を全く採用

していない｡即ち, Lesson 1.WHO'SWHO,2.

WHAT'S WHAT, 3.DAILY ACTIVITIES-

といった具合に,最初から会話でもって易から難へと

進む仕組みになっているが,文法事項を調べるための

索引も比較的良く作られてある｡

ジャワ語には,周知の如 く,やかましい敬語法があ

り, 丁寧な用法を KramÅ[kr〇m〇】(更に上流階級

同志で用いるのを KramAinggi1), 卑近な用法を

Ngokoと称え, ジャワ語学習者はまずこの難関にぶ

つかるのであるが,この書では各 LessonをSection

A,Bと分け, 同じ文例をそれぞれの用法によって示

しているのも,これまでのこの点の説明に関してとか

く難渋の多かった文法書に比べて,強調されて然るべ

きより良い試みといえるだろう｡唯,欲をいえば,これ

を見開きの中に対照して収めればもっと利用し易かっ

たろうと思われるoなお,マライ･ポリネシア語全般

にわたって tenseの表し方がさほど厳しくなく, ジ

ャワ語もその例に漏れないが,副詞の lagiが英語の

-ingに当るとして,Kow6Zagioram6tj6ttyou're

notreading"のような例を示しつつ (p.50,p.427),

Wらngkuwioram6tj8ttThatmanisn'treading"

(p.317)の如き不統一を来たしているところもある｡

又,この著者は Locativeformsという新しい項目

を設定して,その中に受動形,能動形を分類している

が,その他にこれまでオランダ人によって ttacciden-

teelPassief"と呼び習わされて きた k(e)-･(an)

をも含めさせている (マライ語にも同じ用法がある)0

しかし,発生的にも機能的にもこれは本来の受動形と

は異る. Aku k61ingan (-ilang)mug6mug6.

(Ng.)≪私は希望を失った≫｡ 更に語根を名詞化す

る機能もある｡kewarasan(-waras)≪健康≫｡そ

れ故に p.437に掲げられたこの項目の用法一覧表に

も,k(e)-(an)は省いてあるが,元来,別に考察す

べきものであろう｡この用法は,発生的に自然界に存

在する或る大きな力によって人間の無意識の内に引き

起された行為を表現したと考えられ,その表現様式は

今も残っている｡

本書は,一貫して現在の日常会話を教えるのに目的

があり,ジャワ文字など一切掲げていないし,又,そ

れに伴うジャワ文学の例も殆んど載せられていない｡

これがこの大冊をして少々,物足りなさを感じさせる

所以であるが,それを別にすれば,生きたジャワ語学

書として推薦するに価する｡ (崎山 理)

E.C.J.Mohr& F.A.vanBaren･.Tropical
Soils.ACriticalStudyofSoilGenesisas
RelatedtoClimate,RockandVegetation.
Amsterdam,1953.xiii+473+ixp.

共著者の一人 E.C.Mohrはオランダの土壌地質

学者で,1905年から1920年にかけてバイテンゾルフ植

物園の土壌地質研究所長として当時のオランダ領イン
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ドネシアに滞在し, その後更に1930年にここを訪れ

て, 『熱帯土壌一般殊に東印度の土壌』6巻 を1932

年に発刊 している｡ 戦後 CounciloftheRoyal

TropicalInstitute,Amsterdam の委嘱をうけて,

Utrecht大学の土壌学教授 F.A.vanBarenと共

著したのが本書であり,その内容は,熱帯条件下での

土壌生成が主要論点になっている｡従って土壌の肥沃

皮,侵蝕,漕排水等の問題についての叙述は,それら

が土壌生成に重要な関係をもってこない限り,省略さ

れている｡

内容は大別して2部から成る｡第 1部では熱帯条件

下での土壌生成の一般論が展開されており,第2部で

展開される土壌生成の個々の場合についての基礎的な

側面を覆う0 第1部 では, 気候 (第1章, Atmos･

phericclimateandsoilclimate),母岩 ･造岩鉱物

とその風化 (第2,3,4章),粘土鉱物の生成 (第5

章),土壌中の鉱物組成 (第6章),器械的組成と土壌

断面の特徴との連関 (第7章), 有機物の形成と分解

(第8章)がとり扱われている｡第2部では熱帯での,

殊にインドネシアでの土壌生成-論旨が展開され (罪

9,10,11章),その他, Lateriticsoils,Podzolic

soils,Margaliticsoils,Other importantsoil

types,Classificationoftropicalsoilsについての

各章が設けられている｡

参考文献は今世紀初頭から1953のものに及び,必要

なものは殆んど網羅されている感じである｡Atmos･

phericclimateandsoilclimate,Climateversus

rocks,Clay mineralformation,Mineralas-

sociation in soils,Lateriticsoils,Margalitic

soils.の各章の文献は充実している｡ 景観, 土壌断

面,それに岩石の風化状態,土壌の生成の状況等を示

す写真が豊富に収録され,記述を助けている｡又各地

の気象データ,(殊に雨量データ),母岩,母材,粘土

鉱物,土壌断面各層の化学組成を示すデータ,造岩鉱

物の種類と量を示すデータ等がとくに目につく｡とも

かく,熱帯土壌学のこれ迄の業績と,それが現在かか

えている問題を知るうえに又熱帯土壌を体系的に学ぶ

うえに貴重な本である｡

土壌研究の場において,著者は一応,自然的概念の

立場をとっているが, 発想の基本においては, ヨー

ロッパ流の地質土壌学の傾向が強い｡ このことは J.

vanBarenのpedologicalcredo:t-Inthebegin-

ning wastherock,and therock wasthe

motherofthesoils"に対する著者の強い共感の念

として表わされている｡ 著者が水田や畑作地等の土

壌,いいかえると,外的因子として更に人為作用の加

わってくる耕作地土壌を研穿対象として選びたがらな

い,という姿勢がそこに出てくるように思われる｡

土壌学が農業に何を寄与し得たか,又し得るか,と

いう点から,著者が発刊を予告している次巻Trobical

SoilsandCrobsに大きな期待を寄せている｡
(古川久雄)

RobertL.Pendleton:ReporttoAccompany
theProvisionalMapoftheSoilsandSur-
face Rocksof the Kingdom of Siam,
Bangkok,1953.Mimeograph.viii+290p.

RobertL.Pendletonと彼にフィリッピンより同

行した SaratMontrakunは, 1935年にタイ国に腰

をすえて以来, タイ国の土壌及び岩石の調査に従事

し,1946年に土壌図を発表｡ その後地方レベルでの

精査を行い,採取された土壌の化学的 ･物理的分析,

及び肥効試験を SarotMontrakunが受けもち, 漸

時蓄積 された結果を MutualSecurityAgencyへ

提出する為にまとめたのがこの報告である｡土壌分析

結果は別に大部の報告書, CompilationoFChem･

icalAnalysisofSoilsinThailandに収録されて
いる｡

この報告書は次の五部から成る:

1.LimitationoftheSoilMap,2.AnAnnotated

SoilLegend,3.SoilandFertilizerStudiesin

Siam, 4.GeographicalMaterial, 5.Principal

TopographicSubdivisionofSiam.重要なのは第

二部,第五部の二つである｡

第二部でタイ国の土壌を22の土壌型に分類し,その

母材,地形,土性,植生,耕作形態等を主として述べ

ている｡ Bangkokdarkheavyclay,Ongkarak

clay, ChiangMailoam,RoiEtfinesandy

loam 等重要な土壌型については, 土壌断面に観察

される顕著な現象中植物養分の存否,肥効テス トの結

果等に簡単に言及 している｡ 然し分類単位は Soil

series程度のものや greatsoilgroupが並列され,

又各単位のなかでの分類の区別がさだかでない場合も

多い｡著者自身,ここで使う土壌型には,その特徴に

非常に大きな幅があることを了解してほしい旨述べて

いる｡
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